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             Takejiro OKAZAKI 
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   Thirty male patients with gonorrheal urethritis were treated with norfloxacin (NFLX) at our 
urological ward between May and July, 1984, and clinically evaluated. Thirty-nine strains of Neis-
seria gonorrhoeae isolated from the clinical specimens of these patients were bacteriologically studied. 
Of the 39 strains, 3 (7.7%) were PPNG strains and the other 36 strains were non-PPNG strains. 
The minimum inhibitory concentration (MIC) of penicillin G, PCG to the 3 PPNG strains was 
6.25-25 feg/ml and that to the 36 non-PPNG strains was 0.05-3.13 fsg/ml. The MIC of NFLX to 
the PPNG strains was 0.025-0.1 genii and that to the non-PPNG strains was <0.0125-0.2 feg/ml. 
The patients with gonorrheal urethritis were given NFLX orally for 3 days at u daily dose of 
600 mg. 
   The clinical efficacy rate was 100%: excellent in 12 and good in 18 cases. All 3 patients with 
gonorrheal urethritis caused by PPNGs were cured. No subjective side effects were found. 












1.対 象 お よび方 法
細 菌学 的 検 討 を 行 な った 菌 株 は,1984年5月か ら同
7月 まで の3ヵ 月 間 に,都 立 台 東 病 院 泌尿 器 科 の 男子
淋 疾 患者 か ら分 離 され た 淋菌39株で あ る.こ れ ら39株






















































(7.7%)であ り,残 りの36株はnon-PPNGで あ っ
た.
淋菌39株に 対 す る 各薬 剤 のMIC分 布 を,Table1
に示 した 。
PCGのMICは,non-PPNG36株 で0.05～3.13
μ9/m互に,PPNG3株 で6,25～25μ9/m1に分 布 し
て いた.
PPAのMIUは,non-PPNGでo.8～ α25μ9/
mlに,PPNGで0.8～1.6μg/mlに 分 布 し,non-
PPNGで はPCGよ りも1管 高 い分 布 を 示 した.し
か し,PPNGで はPCGよ りも4管 低 い分 布 を示 し
た.AT2266のMICは,non-PPNGで0.05～0.8
ug,mlに,PPNGでo。1～o.4deg/mlに分 布 し,と




AT2266よりもさ らに2管 低 いMIG分 布 を示 した.
以 上 の結 果 を ま とめ る と,non-PPNGに 対 して 抗
菌 力 の 強 い のは,NFLX>AT2266>PCG>PPAの
順 で あ り,PPNGに 対 して はNFLX>AT2266>
PPA>PCGの 順 で あ った.
臨 床 的 検 討
1対 象および方法







































うち3株 はPPNGで あった.PPNG3症 例の臨床
効果は,著効1例,有 効2例 であった.
3.副作用














































































































































































































































































































































1,1984年5月か ら同7月 まで に 都 立 台 東病 院 泌尿
器科 の 男子 淋 菌 性 尿 道 炎 患 者 か ら分 離 され た 淋 菌39株
に対 す るNFLXの 抗菌 力 を検 討 した.
淋 菌39株 中3株(7.7%)がPPNGで,36株 は
non-PPNGであ った.
PPNG3株 に対 す るPCGのMICは,6.25～
25ug!m1に分 布 し,non・PPNG36株 で は0.05～
3・13μ9!mlに分 布 して い た.
NFLXのMICは,PPNGで は0.025～0.1ｵg
/mlに,non-PPNGで は く0,0125～0.2μ9/mlに分
布 し,PPNGに 対 して もnon-PPNGに 対 して も優
れ た抗 菌 力 を示 した.
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